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文 要 ， 旨
I

Comparing radiation exposure and procedure time before.and after 

a fluoroscopy image integration module installation for atrial fibrillation ablation 

（心房細動に対するカテーテルアプレーションにおける

fluoroscopy image integration module導入前後の放射線被ばくと手技時間の比較）・

氏 名 矢島真知子



文 要

臣目

,I;、I房1細ItJJ Iに門Iす1る1カ 1テl-|テ|ル|ア|プ1レI-Iシ Iヨ

ンI(A$L) Iは！複l雑|な|手|技|で|ぁ|り|、|透|視|；］；叶要1とIす

るI場！面］が］多い |た|め|、|手l技l時1間1と1放 1射 1線 1被 Iば 1< 

をI減！ら！すIこ Iと1がI必I要|と|さ|れ|て|い|る|。1 | 

こ 1のl研 Iう］で］吋、1:西 |年|4 ̀1月］ヵ,Iら|2如I年I10 I月

のI間|で|琉|球|大|学|病|院|に|ぉ|い[て|A中L|をl施 I行IしIた

連 I続 236名を対象に flu le (IM)導I入

前1後|に|ぉ|け|るI心I房い皿I動lに1対Iす|る|AIL]のI手1技1時

間Iと1透I視1時|間|、I照 1射 1線1量 1を1観 1察!後|ろI向|き|に|、

比 I較 l検 I討|し|た|。|心|房|細|動|1こI対lす|る|A甲J Iを1施 1行

しIた|患|者|li |IIM|導|入|前|81|名|、1導1入1後|67I名1でIぁIっ

た1。1こ 1る―|内1、1追 1加 1の1“杜1を1必1要1とIし1た1患1者Iを

ーー動Iに|対|し1てい両1静 1脈 1隔 1離］と1下 1大

ー ，尖 I弁 1輪！間！峡1部|プ|：Iッ|ク|ラ|ィ|ン|を1作！成

しIたIIIMI導I入I前|の|68I名|を|nonlIIM|群|と|し|て|、|IIMI導I入

後1のI56 I名1を[IIMI群|と|し|た|。|| | | I | I I 

結 I果 Iは！年l齢 165.31土 |12.0[歳 |If.9|―士 110.21歳 |(|nontIIM|群|I 

血I扉―|）、 1女は1叫叫33．伍I、|身|長|16e.6I日□牙mY 163.1 I士
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8ぶcm 体 重 169.41土 土 13.12kg で あ つ た
゜

女 性

の 割 合 が ヽ nontIIMI群 よ り IIMI群 で 有 意 に 高 か つ た

が そ れ 以 外 の 患 者 背 景 に 両 群 間 で 大 き な 差

は な か つ た
゜

左 房 マ ッ ピ ン グ 時 間 は lnonUIMI群 ／
 

IIMI群 中 央 値 32:00 [ 分 秒 ］ （ 四 分 位 範 囲 26:00-

37115) =0」90 シ ス 挿 入 後 か ら ABL 

開 始 ま で の 時 間 は 5UOO 5
 

で I有 I意 I差 Iを I示 Iさ Iな 1か つ た が 肺 静 脈 隔 離 時 間

と 合 計 力 テ テ Iレ ァ ブ レ' シ ヨ ン 時 間 入 退

室 時 間 が IIIMI群 で 有 意 に 短 縮 さ れ た Q
 

合

計 透 視 時 間 は 36:$3[|分 秒 ―
―
 

p<{.f.05 肺 静 脈 隔 離 透 視 時 間

(14:~0-2~:58); p .05,、 合 計 照 射 線 量 （
 

正 面 I)[oiGy]l125」73

.17H22J92);lp<Ol05 合 計 照 射 線 量 （
 

側

面 80.43 (3~.84~ 150~ザ 、l肺 静 脈 隔 離

照 射 線 量 （
 

正 面 ) 9t73 ~59.9~-t6~.n) I s ~.52 K42.$9-91.7t)~ p<O.o5 ヽ

肺 静 脈 隔 I離 照 射 線 量 （
 

側 面

で 透 視 時 間 と 照 射 線

量 は 有 意 に 減 少 しIた
゜

下 大 静 脈 尖 弁 輪 間

峡 部 ブ ロ ッ ク ＿フ ィ ン 1作 1成 1に 1お Iし‘ |て1は 1‘互 時
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間 Iは I有 I意 I差 Iを I示Iさ Iな Iか1っIた Iが 1(| p=Q.17|）、 I照 I射 I線

量 I は I 有 I 意 I に I 減 I 少 I し I た l(p<~.os)1 o 

心 I房 I細 I動 Iに i対「「iる IA$L Iに 1お Iい Iて IIIMIの I使 I用 Iは

手 I技 I時 I間 Iを I短 I縮 Iさ Iせ I、I放 I射 I線 I被 Iば 1< Iを I軽 I減 Iさ

せ Iた Io 
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